
玉穂生涯学習館玉穂生涯学習館

実り豊かな生活文化都市

議会だだだより
2022

August
Vol. 66

P ２ 特集：総合防災公園
P ４ ６月定例会で決まったこと
P ８ ５月臨時会で決まったこと
P ９ 審議結果

P10 市長の所信表明
P11 一般質問に８議員
P15 委員会レポート
P18 市民の談話室・編集後記

シルクの里公園シルクの里公園

道の駅とよとみで食べられるシルクソフト 道の駅とよとみで食べられるシルクソフト 

いろんな　　でいろんな　　で涼涼
をのりきろうをのりきろう!!!!夏夏



特 集 ： 総 合 防 災 公 園特 集 ： 総 合 防 災 公 園

　令和４年６月定例会の市長あいさつの中で、令和４年

４月から総合防災公園の一部「スポーツ広場」の一般開

放が始まったことが報告されました。本定例会において

都市公園整備事業の補正予算案も提出され、産業土木常

任委員会において説明を受け審査しました。

　リニア新幹線関連部分と市民体育館部分を除くほと

んどの工事が今年度実施される予定ということで、今回

は総合防災公園の各エリアの概要や工事予定を紹介し

ます。

遊びの広場

特集

関連工事
遊具・植栽等工事（9 工区）
期間：令和 4 年 3 月～令和 4 年 9 月頃  予定
北側エリア舗装・植栽等工事（10 工区）
期間：令和 4 年 10 月頃～令和 5 年 6 月頃  予定

関連工事
市民体育館建設工事
期間：令和 6 年度以降  予定

関連工事
グラウンド内舗装工事（12工区）
期間：令和4年10月頃～令和5年6月頃  予定

リニア中央新幹線が敷地内を
横断する総合防災公園（イメージ） 公園北側から見た親水スポット　

付近のようす（イメージ）

スポーツ広場

リニア中央新幹線

公園の中をリニア中央新幹線の高架が
横断します。

市民体育館

関連工事
南側エリア舗装・植栽等工事（11工区）
期間：令和4年10月頃～令和5年6月頃  予定
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図書館

市役所 郵便局

新山梨環状道路

ココ

多目的広場

桜 の 広 場

西側にサッカーエリア、東側に芝生エリア
を整備し、様々な用途で利用できます。
災害時には… 緊急輸送拠点として、ヘリコ
プターの発着場のほか、応急仮設住宅建設
地としての利用が想定されています。

神代桜をメインにたくさんの桜の木に囲ま
れた芝生の広場。
災害時には… 物資の荷捌きスペースとして
の利用が想定されています。

広い遊歩道を中心に、東西に様々な遊具が設置される芝生
のエリアです。歩道西側には水遊びのできる親水スポット
も設置され、様々な年代の方々の憩いの場となる予定です。
災害時には… 広場東側エリアに設置されているベンチが
かまどとして利用できるようになり、親水スポットは臨時
の水源としての利用が想定されています。

令和 4 年 4 月から一足先に利用可能に
なり、バスケットボールの３x３やフッ
トサル、テニスなどが行えます。利用
予約は教育委員会生涯教育課へ。
災害時には… 一時避難場所、応急仮設
住宅建設地としての利用が想定されて
います。

公園の南東には新しい市民体育館が建
設される予定です。
災害時には… 食料物資等集積所として
の利用が想定されています。
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特 集 ： 総 合 防 災 公 園特 集 ： 総 合 防 災 公 園

　令和４年６月定例会の市長あいさつの中で、令和４年

４月から総合防災公園の一部「スポーツ広場」の一般開

放が始まったことが報告されました。本定例会において

都市公園整備事業の補正予算案も提出され、産業土木常

任委員会において説明を受け審査しました。
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は総合防災公園の各エリアの概要や工事予定を紹介し

ます。

遊びの広場

特集

関連工事
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期間：令和 4 年 10 月頃～令和 5 年 6 月頃  予定
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付近のようす（イメージ）
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期間：令和4年10月頃～令和5年6月頃  予定

完成まちどおしい完成まちどおしい 総合防災公園総合防災公園完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成完成まちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしいまちどおしい完成まちどおしい完成まちどおしい 総合防災公園総合防災公園 ● ●

●
●●

た・から 田富第１保育園

図書館

市役所 郵便局

新山梨環状道路

ココ

多目的広場

桜 の 広 場

西側にサッカーエリア、東側に芝生エリア
を整備し、様々な用途で利用できます。
災害時には… 緊急輸送拠点として、ヘリコ
プターの発着場のほか、応急仮設住宅建設
地としての利用が想定されています。

神代桜をメインにたくさんの桜の木に囲ま
れた芝生の広場。
災害時には… 物資の荷捌きスペースとして
の利用が想定されています。

広い遊歩道を中心に、東西に様々な遊具が設置される芝生
のエリアです。歩道西側には水遊びのできる親水スポット
も設置され、様々な年代の方々の憩いの場となる予定です。
災害時には… 広場東側エリアに設置されているベンチが
かまどとして利用できるようになり、親水スポットは臨時
の水源としての利用が想定されています。

令和 4 年 4 月から一足先に利用可能に
なり、バスケットボールの３x３やフッ
トサル、テニスなどが行えます。利用
予約は教育委員会生涯教育課へ。
災害時には… 一時避難場所、応急仮設
住宅建設地としての利用が想定されて
います。

公園の南東には新しい市民体育館が建
設される予定です。
災害時には… 食料物資等集積所として
の利用が想定されています。
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　６月定例会は６月７日から６月２１日までの１５日間の会期で開催され、市長提案
の条例関係７案件、補正予算９案件、その他３案件を審議しました。
　また、予算繰越など、報告案件３件が報告されました。

　本年度当初予算は骨格予算として編成していたため、今回の補正は、政策的経費
や臨時的経費を計上した、肉付け予算となっています。

10億4,608万円増額

143億4,023万円に

○総務費

○衛生費

・猫の殺処分を限りなく無くすため、県の事業と連携し、猫の不妊・去勢手術　　　　　　　　
の費用の一部を助成します。

令和４年度 一般会計補正予算

行政事務電算化推進事業 851万円

・旧豊富庁舎内への放課後児童クラブ移転等に伴い庁舎の改修を行います。

母子健診事業（幼児の視力検査機器導入費） 130万円

動物管理費（猫の不妊・去勢手術助成事業）　　　　　490万円

・リニア中央新幹線整備に伴う成島２号公園の改修工事と、市内各公園の遊具等の適正管理を
行います。

公園管理費（成島２号公園改修工事費用等） 5,906万円

○土木費
道路橋梁維持事業 9,087万円

都市公園建設事業（総合防災公園整備）　　 1億5，299万円

・学校内への不審者の侵入、事件・事故の抑止力向上を目的に学校の入り口等に防犯カメラを　
設置します。

○教育費
防犯カメラ整備事業（三村小、玉穂南小、田富南小） 384万円

分散学習環境整備事業（三村小、玉穂南小、田富南小）　　 341万円

学校長寿命化等推進事業（田富小仮設校舎設計業務等）　 1,583万円

玉穂生涯学習館施設整備事業　　 684万円

○商工費

・新型コロナウイルス感染拡大が長期化し、利用客の減少と原油価格高騰の影響を受けている
公共交通事業者に対して支援を行います。

中央市地域公共交通事業者支援事業 675万円

○農林水産業費
土地改良施設等基盤整備事業 5,006万円

財産総合管理費 9,611万円

○民生費

・公立保育園の廊下やフローリングなど、経年劣化による危険箇所の補修を行います。

保育対策総合支援事業 1,166万円

・おむつ持ち帰り廃止の試行のための備品の購入や、保育園の防犯対策強化のため防犯カメラの　
設置を行います。

共通管理費（保育園） 431万円

児童館施設整備事業（玉穂中央・北部児童館解体事業）　 4,832万円

住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業　 1億2,237万円

生活困窮世帯緊急生活支援金給付事業　 1億4,670万円

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業 4,043万円

・子どもの医療費の支給対象年齢を18歳まで拡大します。

子ども医療費助成金支給事業　 1,028万円

（第 1号から第 2号）

総額

主な内容
○総務費

主な内容主な内容

（１万円未満は四捨五入しています）

防犯カメラ整備事業（玉穂中） 121万円

不妊手術後の猫

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と 6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と
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の条例関係７案件、補正予算９案件、その他３案件を審議しました。
　また、予算繰越など、報告案件３件が報告されました。

　本年度当初予算は骨格予算として編成していたため、今回の補正は、政策的経費
や臨時的経費を計上した、肉付け予算となっています。
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143億4,023万円に
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○衛生費

・猫の殺処分を限りなく無くすため、県の事業と連携し、猫の不妊・去勢手術　　　　　　　　
の費用の一部を助成します。

令和４年度 一般会計補正予算

行政事務電算化推進事業 851万円

・旧豊富庁舎内への放課後児童クラブ移転等に伴い庁舎の改修を行います。

母子健診事業（幼児の視力検査機器導入費） 130万円

動物管理費（猫の不妊・去勢手術助成事業）　　　　　490万円

・リニア中央新幹線整備に伴う成島２号公園の改修工事と、市内各公園の遊具等の適正管理を
行います。

公園管理費（成島２号公園改修工事費用等） 5,906万円

○土木費
道路橋梁維持事業 9,087万円

都市公園建設事業（総合防災公園整備）　　 1億5，299万円

・学校内への不審者の侵入、事件・事故の抑止力向上を目的に学校の入り口等に防犯カメラを　
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学校長寿命化等推進事業（田富小仮設校舎設計業務等）　 1,583万円

玉穂生涯学習館施設整備事業　　 684万円

○商工費

・新型コロナウイルス感染拡大が長期化し、利用客の減少と原油価格高騰の影響を受けている
公共交通事業者に対して支援を行います。

中央市地域公共交通事業者支援事業 675万円

○農林水産業費
土地改良施設等基盤整備事業 5,006万円

財産総合管理費 9,611万円

○民生費

・公立保育園の廊下やフローリングなど、経年劣化による危険箇所の補修を行います。

保育対策総合支援事業 1,166万円

・おむつ持ち帰り廃止の試行のための備品の購入や、保育園の防犯対策強化のため防犯カメラの　
設置を行います。

共通管理費（保育園） 431万円

児童館施設整備事業（玉穂中央・北部児童館解体事業）　 4,832万円

住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業　 1億2,237万円

生活困窮世帯緊急生活支援金給付事業　 1億4,670万円

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業 4,043万円

・子どもの医療費の支給対象年齢を18歳まで拡大します。

子ども医療費助成金支給事業　 1,028万円

（第 1号から第 2号）

総額

主な内容主な内容

（１万円未満は四捨五入しています）

防犯カメラ整備事業（玉穂中） 121万円

不妊手術後の猫

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と 6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と



特別会計補正予算

会 　 計 　 名 補　正　額 総　　　額

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

田富よし原処理センター事業特別会計

５万円

１３１万円

１，２７０万円

３億８，５０６万円

２１億１，９８１万円

８，６７６万円

企業会計補正予算

簡 易 水 道

事 業 会 計
収入

支出

収入

支出

公共下水道

事 業 会 計

農 業 集 落
排 水 事 業
会 　 　 計

上　水　道

事 業 会 計
収入

支出

収入

支出

0万円

0万円

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

2億824万円

1億8,384万円

2,530万円

2,844万円

1,764万円

1,950万円

938万円

938万円

8,467万円

1億7,134万円

総　額

4,530万円

1億3,993万円

総　額

2億8,971万円

2億8,195万円

総　額 総　額

7億9,825万円

7億9,825万円

総　額

6億9,701万円

8億973万円

総　額

2億3,440万円

2億3,440万円

総　額

1億2,784万円

1億6,086万円

8,467万円

2億8,244万円

総　額

補正額

0万円

33万円

補正額

補正額 補正額

補正額

964万円

964万円

補正額

補正額

0万円

0万円

補正額

収益的収入および支出 資本的収入および支出

報 告 案 件
○令和３年度予算で計上された事業のうち、３２の事業について
　令和４年度へ繰越をすることが報告されました。

■繰越する主な事業は以下のとおりです。
・住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 ……… ２億７,８３８万円
・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 ……… １億３,７９７万円
・田富玉穂大津線道路整備事業 ……… １億１８９万円
・玉穂中央通り線整備事業 ……… ３億５,６９８万円
・都市公園建設事業 ……… １億６,６８１万円

（一般会計予算繰越明許・一般会計予算事故繰越・一般会計予算継続費の逓次繰越）

定　例　会　・　臨　時　会6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と



その他の案件
○動産取得の件
◆基幹系業務システムの最適化を図るための情報処理システム機器等の購入
　取得する動産：サーバー機器、二要素認証機器、ネットワーク機器、ソフトウェア　一式
　契約の相手方：株式会社　電算
　契 約 金 額：27,023,700円

●保育所等の書面作成・保存における業務負担の軽減を図ります。
　【中央市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
　  条例中改正の件（施行日　公布の日）】

　【中央市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例中改正の件
　  （施行日　公布の日）】

　　　　　　　　・保育所等の業務負担軽減等を図るため、書面等の作成、保存等について
　　　　　　　　　電磁的方法による対応も可能とするもの

上記条例の改正に鑑み、ひとり親家庭の児童および重度心身障がい児の入院時食事療養費の
支給対象年齢も１８歳に引き上げられます。
【中央市ひとり親家庭医療費助成金支給条例中改正の件（施行日　令和４年１０月１日）】
【中央市重度心身障害者医療費助成条例中改正の件（施行日　令和４年１０月１日）】

主な改正内容

　　　　　　　　・支給対象年齢を15歳から18歳に引き上げるもの主な改正内容

●子ども医療費の支給対象年齢を１８歳まで引き上げます。
　【中央市子ども医療費助成金支給条例中改正の件（施行日　令和４年１０月１日）】

主な条例案件
●市職員が育児休業を取得しやすい環境を整備します。
　【中央市職員の育児休業等に関する条例中改正の件（施行日　令和４年７月１日）】

　　　　　　　　・会計年度任用職員の育児休業および育児時間休業の取得要件を緩和するもの
　　　　　　　　・職員が育児休業を取得しやすい勤務環境の整備に関する措置等を義務付け
　　　　　　　　　るもの

主な改正内容

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と



定　例　会　・　臨　時　会

○契約締結の件
○国民健康保険税の基礎課税額の限度額が引き上がりました。

○令和３年度　一般会計補正予算（第１２号）

第２回臨時会

１億８,８３０万円を増額　　　総額１８４億２,９２５万円に

【中央市国民健康保険税条例中改正の件】
主な改正内容

主な内容

国民健康保険税に係る基礎課税額の課税限度額

後期高齢者支援均等課税額の課税限度額

旧 新

６３万円

１９万円

６５万円

２０万円

※国民健康保険税の減額に係る課税限度額についても同様とするもの

6   月　定　例　会　で　決　ま　っ　た　こ　と　・　審　議　結　果5   月　臨　時　会　で　決　ま　っ　た　こ　と

　第２回臨時会が５月１０日に招集され、市長提案の条例改正の専決処分２
件、補正予算の専決処分２件、人事案件３件を審議しました。また、５月16日
の任期満了に伴う中央市選挙管理委員及び補充員の選挙が行われました。

主な専決処分（条例改正）

主な専決処分（補正予算）

令和４年４月１日から条例を施行するため、令和４年３月３１日付で専決処分されました。

○商 工 費 “ 心 ”あるまちへ活性化キャンペーン商品券事業 ▲２,５６８万円
○諸支出金 公共施設等整備基金費 ２億円

選　　挙選　　挙選　　挙
●中央市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙

橋戸　昭三 氏（東花輪）　　河崎　博也 氏（藤巻） 
松村みどり 氏（極楽寺）　　土橋　正樹 氏（大鳥居）　　

人　　事
○諸支出金 公共施設等整備基金費 

人　　事人　　事
●中央市監査委員の選任について同意を求める件
監査委員2名の任期が令和4年5月16日をもって満了することに伴い、新たな委員の選任に
ついて同意しました。
佐藤　　睆 氏 （上三條）　　　中楯　英徳 氏（大鳥居）

●中央市公平委員会委員の選任について同意を求める件
公平委員会委員3名の任期が令和4年5月16日をもって満了することに伴い、新たな委員の
選任について同意しました。
田中　公夫 氏（大田和）　　　渡邉　加代子 氏（成島）　　　込山　ひとみ 氏（高部）

●中央市教育委員会委員の任命について同意を求める件
教育委員会委員１名の任期が令和4年5月16日をもって満了することに伴い、新たな委員
の任命について同意しました。
石原　英一 氏（極楽寺）

・選挙管理委員

飯室　俊一 氏（西花輪）　　鮎川　英哲 氏（布施）　
鷹野　啓子 氏（下三條）　　山口　保孝 氏（関原）　　

・補　充　員



臨時会・定例会審議結果 ○賛成　×反対　（小池 章治 議長を除く）

種別 案　件　名

副 
議
長

フ ォ ー ラ ム
中 央

公
明
党

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

無
所
属 結 　

果斉
藤
雅
浩

田
中
一
臣

福
田
清
美

井
口　
　
貢

伊
藤
公
夫

名
執
義
髙

金
丸
俊
明

山
本
六
男

笹
本　

昇

薬
袋　

正

田
中
輝
美

田
中　

清

小
池
満
男

江
間
政
雄

木
下
友
貴

中
沢
美
恵

　第2回臨時会

専決
処分

税条例等中改正の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
国民健康保険税条例中改正の件

令和３年度一般会計補正予算（第１２号）

令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第
４号）

人事

監査委員の選任について同意を求める件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意公平委員会委員の選任について同意を求める件

教育委員会委員の任命について同意を求める件

　第2回定例会

条例
案件

職員の育児休業等に関する条例中改正の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例中改正の件
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例中改正の件

子ども医療費助成金支給条例中改正の件

ひとり親家庭医療費助成金支給条例中改正の件

重度心身障害者医療費助成条例中改正の件

障害者施策推進協議会条例中改正の件

補正
予算

一般会計補正予算(第１号)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

一般会計補正予算(第２号)

後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)

介護保険特別会計補正予算(第１号)

田富よし原処理センター事業特別会計補正予算（第１号）

簡易水道事業会計補正予算(第１号)

公共下水道事業会計補正予算(第１号)

農業集落排水事業会計補正予算(第１号)

上水道事業会計補正予算(第１号)

そ
の
他

動産取得の件

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決市道路線認定の件

市道路線廃止の件
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政
治
信
条
で
あ
る『
市
政
は

市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
』

を
基
本
と
し
て
、市
民
の
皆
様

に
寄
り
添
い
、大
き
な
耳
と
広

い
視
野
を
持
って
市
政
運
営
に

臨
ん
で
参
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
健
康
・

　
暮
ら
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を
守
る

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
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感
染

症
対
策
に
取
り
組
み
、市
民
の

皆
様
の
健
康
と
暮
ら
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り
、感
染
拡
大
に
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っ
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大
き

な
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け
て
い
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立
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経

済
対
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効
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連
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取
り
組
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参
り
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
を

　
18
歳
ま
で
無
料
に

　　
長
引
く
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
、

子
育
て
世
帯
への
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、子
ど
も

医
療
費
の
助
成
対
象
を
18
歳

ま
で
拡
大
し
、子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
支
え
ま
す
。

　
希
望
す
る
す
べ
て
の
子

　
へ
、質
の
高
い
保
育
を

　　
保
育
施
設
の
環
境
改
善
と

保
育
士
の
待
遇
改
善
を
図
り
、

希
望
す
る
す
べ
て
の
ご
家
庭
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利
用
し
や
す
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き
や
す
い

保
育
環
境
を
作
る
と
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も
に
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保
育
士
不
足
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解
消
し
、子

育
て
世
帯
の
保
育
ニ
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に
対

応
し
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参
り
ま
す
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政
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目

　

 『
子
育
て
の
楽
し
さ
を
実
感
し

て
ほ
し
い
』『
未
来
へ
羽
ば
た
く

子
ど
も
た
ち
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応
援
し
た
い
』

『
年
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て
も
安
心
に
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か
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暮
ら
し
て
も
ら
い
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い
』
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災
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に
強
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ま
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く
り

た
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魅
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ま
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ほ
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踏
ま
え
た
う
え

で
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す
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中
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来
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で
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参
り
ま
す
が
、地

方
の
財
政
状
況
は
依
然
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、我
が
中

央
市
も
例
外
で
は
あ
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ま
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ん
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限
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経
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れ
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図
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り
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。
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。
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民
の
皆
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ご
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援
と
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力
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よ
う
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か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
、市
長
就
任
に

際
し
て
の
所
信
表
明
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

所
信
表
明
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市の考えを問う市の考えを問う 一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
金
丸
議
員
：
街
頭
犯
罪
抑
止

対
策
は
。

危
機
管
理
課
長
：
平
成
21
年

度
か
ら
職
員
に
よ
る
青
色
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
安
全
・
安

心
指
導
員
に
よ
る
平
日
午
後

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
ま

た
、
消
防
団
、
消
防
協
力
会
、

防
犯
ジ
�
ギ
ン
グ
パ
ト
ロ
ー

ル
登
録
者
や
市
内
の
郵
便
局

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
年

間
を
通
じ
て
犯
罪
抑
止
活
動

等
を
実
施
し
て
い
る
。「
効
果
」

の
部
分
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
な
効
果
を
示
す
の
は
難
し

い
が
、
各
活
動
に
よ
る
視
覚

的
な
犯
罪
抑
止
効
果
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
や
警
察
、

民
間
企
業
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
し
、「
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

金
丸
議
員
：
通
学
路
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
。

教
育
総
務
課
長
：
防
犯
カ
メ

ラ
を
通
学
路
に
設
置
す
る
場

合
は
、
誰
が
設
置
を
し
て
、

誰
が
管
理
を
す
る
の
か
。
ま

た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
対
策
な

ど
の
管
理
運
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
決
め
、
設
置
場
所

の
選
定
や
設
置
す
る
場
合
に

は
そ
の
設
置
場
所
の
管
理
者

か
ら
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
さ
ら
に
、
警
察
を

田
中
議
員
：
帯
状
疱
疹
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
。

健
康
増
進
課
長
：
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
は
、
現
在
、
生
ワ
ク

チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の

２
種
類
が
承
認
さ
れ
て
お
り
、

特
に
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、
２

回
の
接
種
に
よ
り
90
％
の
予

防
効
果
と
９
年
以
上
と
い
う

持
続
性
が
あ
る
反
面
、
１
回
接

種
が
約
２
万
円
以
上
と
高
額

で
あ
り
、
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

国
で
は
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
し

て
い
る
が
、
国
外
デ
ー
タ
が

多
く
、
国
内
デ
ー
タ
の
収
集

に
力
を
入
れ
、
有
効
性
、
安
全

性
、
費
用
対
効
果
な
ど
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
基
に
、
定
期
予
防

の
接
種
化
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
ず
は
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

田
中
議
員
：
就
農
支
援
事
業

に
つ
い
て
。

産
業
課
長
：
就
農
支
援
策
は
、

国
や
県
の
事
業
を
紹
介
し
対

応
し
て
い
る
。
特
に
、
家
族
農

業
経
営
に
つ
い
て
、
経
営
の
規

模
拡
大
や
農
業
経
営
の
多
様

化
・
複
合
化
な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
る
経
営
改
善
を
促
し
、

農
業
者
の
自
主
的
な
申
請
に

基
づ
き
、
地
域
の
関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
、
農
業
の
担

い
手
を
育
成
・
確
保
す
る
仕
組

金
丸
　
俊
明 

議
員

街
頭
犯
罪
抑
止
対
策
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
�

帯状疱疹を
未然に防ぐために

国の動向を
注視していきたい

田中　　清 議員

は
じ
め
防
犯
協
会
、
交
通
安

全
協
会
、
自
治
会
、
学
校
関

係
者
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

等
へ
説
明
を
す
る
中
で
合
意

形
成
を
と
る
こ
と
も
必
要
と

な
る
。
今
後
は
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
や
運
用
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
設
置
の
必
要
性

や
緊
急
性
な
ど
を
総
合
的
に

検
討
し
、
判
断
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
名
執
義
髙
　
議
員

み
と
し
て
定
着
普
及
し
て
い

る「
認
定
農
業
者
制
度
の
活
用
」

を
推
進
。
ま
た
、
中
央
市
農
業

振
興
公
社
に
お
い
て
、
就
農

相
談
、
営
農
相
談
、
営
農
指
導

等
の
支
援
を
充
実
さ
せ
、
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
本
市
の
基
幹

産
業
で
も
あ
る
農
業
の
活
性

化
に
向
け
、取
り
組
ん
で
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
福
田
清
美
　
議
員



「
食
の
安
全
を
守
る
人
々
」

　 

監
督
：
原
村
正
樹

　 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
山
田
正
彦

　 

配
給
：
き
ろ
く
び
と

　 

食
の
安
全
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
　 

　 

ン
タ
リ
ー
映
画

名
執
議
員
：
中
央
市
の
有
機

農
業
と
は
。

産
業
課
長
：
農
業
の
自
然
循

環
機
能
を
大
き
く
増
進
さ
せ
、

環
境
負
荷
を
大
き
く
軽
減
し
、

農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、

有
利
販
売
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
有
機

農
業
の
必
要
性
及
び
大
切
さ

は
理
解
し
て
い
る
。

名
執
議
員
：
ゲ
ノ
ム
編
集
ト

マ
ト
の
現
状
に
つ
い
て
。

教
育
総
務
課
長
：
昨
年
、
日

本
で
初
め
て
ゲ
ノ
ム
編
集
さ

れ
た
高
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
ト
マ
ト

が
承
認
、
発
売
さ
れ
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
は
、
こ
の
ゲ
ノ

ム
編
集
さ
れ
た
ト
マ
ト
の
苗

を
、
福
祉
施
設
や
教
育
施
設

へ
無
償
配
布
す
る
計
画
を
発

表
し
て
い
る
。
消
費
者
の
中

に
は
ゲ
ノ
ム
編
集
さ
れ
た
作

物
の
安
全
性
を
心
配
し
、
全

国
各
地
で
疑
問
視
す
る
声
が

上
が
り
、
学
校
等
の
教
育
施

設
は
無
償
配
布
の
予
定
さ
れ

て
い
る
苗
を
受
け
取
ら
な
い

で
ほ
し
い
と
い
う
動

き
が
出
て
き
て
い
る
。

今
後
、
国
や
県
の
情

報
を
注
視
す
る
中
で
、

市
内
各
学
校
に
お
い

て
ゲ
ノ
ム
編
集
さ
れ

た
食
品
等
の
情
報
共

中
沢
議
員
：
保
育
士
不
足
解

消
に
対
す
る
公
約
実
現
に
つ

い
て
。

市
長
：
待
遇
改
善
や
業
務
負

担
の
軽
減
は
必
須
で
あ
り
、

保
育
士
を
魅
力
あ
る
職
業
に

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
ま
ず
は
、
業
務
負
担
の

軽
減
で
、
こ
れ
ま
で
保
育
士

が
行
っ
て
い
た
仕
事
の
一
部

を
別
の
形
で
保
育
士
が
行
わ

な
く
て
す
む
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
や
、
現
在
紙
媒
体
で
対

応
し
て
い
る
保
護
者
へ
の
各

種
お
知
ら
せ
、
連
絡
帳
や
朝
の

欠
席
連
絡
の
や
り
取
り
な
ど

を
軽
減
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

導
入
の
検
討
な
ど
、
引
き
続
き

保
育
士
の
業
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
保
育
士

を
目
指
す
学
生
に
対
し
て
積

極
的
に
当
市
の
保
育
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
、
引
き
続
き
粘
り
強

く
募
集
し
て
い
く
。

中
沢
議
員
：
物
価
高
騰
に
よ

る
学
校
給
食
へ
の
対
応
は
。

教
育
総
務
課
長
：
本
市
に
お

い
て
は
、
食
材
の
質
や
量
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
給
食

を
児
童
・
生
徒
に
提
供
し
て

お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、

大
き
な
影
響
は
出
て
い
な
い

が
、
今
後
は
食
材
高
騰
に
よ

る
影
響
が
広
が
り
、
現
在
の

予
算
で
は
、
今
ま
で
ど
お
り

名
執
　
義
髙 

議
員

中
央
市
の
食
と
農
の
安
全
保
障

に
つ
い
て

安
全
性
の
確
証
さ
れ
な
い
も
の
を

予
防
原
則
で
避
け
る
こ
と
が
重
要

保育士不足解消に対する
公約実現について

保育士を魅力ある職業に
していく

中沢　美恵 議員

の
給
食
を
児
童
・
生
徒
に
提

供
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

食
材
費
の
増
額
分
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
対
す
る

給
食
費
の
値
上
げ
は
行
わ
ず
、

市
が
負
担
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
名
執
義
髙
　
議
員

有
を
行
い
、
対
応
し
て
い
く
。



山
本
議
員
：
所
信
表
明
に
つ

い
て
。

市
長
：
中
央
市
の
行
政
運
営

の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
職

員
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
知
見

を
活
か
し
つ
つ
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
声
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
し
、
最
善
を
尽
く
す
。

私
と
全
職
員
が
同
じ
目
標
を

共
有
し
、
私
の
政
策
を
十
分

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
就

任
時
の
訓
示
及
び
毎
月
開
催

の
庁
議
、
管
理
職
会
議
な
ど

機
会
を
捉
え
て
、
全
職
員
に

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
施
策
を
円
滑
に
進
め

る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
「
報

告
」「
連
絡
」「
相
談
」
を
適

切
に
行
う
よ
う
全
職
員
に
対

し
て
徹
底
し
、
組
織
の
横
の

つ
な
が
り
を
強
化
し
、
私
と

職
員
間
の
情
報
共
有
が
適
切

に
図
ら
れ
る
よ
う
、
体
制
づ

く
り
を
早
急
に
構
築
す
る
。

職
員
一
丸
と
な
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る
市

役
所
を
創
り
た
い
。

山
本
議
員
：
自
治
会
要
望
の

対
応
に
つ
い
て
。

総
務
課
長
：
提
出
さ
れ
た
要

望
書
は
、
総
務
課
で
受
付
、
庁

内
共
通
の
要
望
書
台
帳
に
登

録
し
、
各
所
管
課
へ
引
き
継

ぐ
。
そ
の
後
、
所
管
課
ご
と

に
台
帳
で
管
理
し
、
要
望
に

小
池
議
員
：
随
意
契
約
及
び

指
名
競
争
入
札
の
廃
止
に
つ

い
て
。

市
長
：
随
意
契
約
・
指
名
競

争
入
札
と
も
に
、
各
法
令
及

び
本
市
財
務
規
則
を
遵
守
し
、

適
正
に
執
行
し
て
い
る
た
め
、

現
段
階
で
は
廃
止
の
必
要
は

無
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
市

の
予
算
を
効
率
か
つ
効
果
的

に
執
行
す
る
観
点
か
ら
も
、

公
共
工
事
の
適
正
な
執
行
は

命
題
で
あ
る
。
現
在
、
事
業

関
係
課
で
構
成
す
る
土
木
工

事
調
整
会
議
に
お
い
て
工
事

施
工
箇
所
、
時
期
、
施
工
内
容

等
の
情
報
の
共
有
化
を
徹
底

し
、
重
複
工
事
の
防
止
を
図

る
事
等
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

経
費
の
削
減
に
努
め
て
い
る

の
で
、
引
き
続
き
、
事
業
関
係

課
内
で
情
報
共
有
を
図
り
つ

つ
、
公
共
工
事
の
適
正
な
執

行
に
努
め
て
い
く
。

小
池
議
員
：
住
宅
街
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
。

建
設
課
長
：
布
施
地
内
の
空

き
家
に
つ
い
て
、
敷
地
内
の
立

木
竹
が
繁
茂
し
、
隣
地
や
県
道

に
は
み
出
し
、
通
行
等
に
支
障

が
生
じ
て
い
る
状
況
を
確
認

し
て
い
る
。
市
か
ら
所
有
者

に
連
絡
し
、
庭
木
等
の
適
正
な

管
理
を
行
う
よ
う
お
願
い
を

し
て
お
り
、
現
在
、
一
部
竹
等

が
伐
採
さ
れ
た
状
況
で
あ
る
。

山
本
　
六
男 

議
員

所
信
表
明
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る

市
役
所
を
創
り
た
い

随意契約及び指名競争
入札の廃止について

現段階では廃止の必要は
無いと考える

小池　満男 議員

ま
た
、
家
屋
に
つ
い
て
は
管
理

し
て
い
き
た
い
意
向
で
あ
る
。

所
有
者
に
は
、
周
辺
の
生
活
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
、
ま
た
、
空
き
家
等
が
引

き
起
こ
す
問
題
や
影
響
に
つ

い
て
正
し
い
認
識
を
も
っ
て
も

ら
う
よ
う
随
時
助
言
し
、
適
正

な
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
引
き
続
き
指
導
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
斉
藤
雅
浩
　
議
員

対
す
る
対
応
の
検
討
、
結
果
を

踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
状

況
に
つ
い
て
は
、
概
ね
10
月

に
上
半
期
に
提
出
さ
れ
た
要

望
事
項
の
中
間
報
告
。
当
該

年
度
の
２
月
末
ま
で
に
提
出

さ
れ
た
要
望
事
項
の
対
応
結

果
を
総
務
課
で
と
り
ま
と
め
、

自
治
会
長
に
通
知
で
お
知
ら

せ
し
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

　
笹
本
　
昇
　
議
員



田
中
議
員
：
市
政
運
営
へ
の

基
本
姿
勢
に
つ
い
て
。

市
長
：
私
の
基
本
姿
勢
で
あ

る
「
市
民
の
声
に
即
応
で
き

る
行
政
運
営
を
実
現
す
る
た

め
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に

し
っ
か
り
耳
を
傾
け
」
て
公

約
に
掲
げ
た
各
種
施
策
の
実

現
に
向
け
、
着
実
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
社
会
情
勢
の
変

化
や
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
な
ど
に
対
応
で
き
る
施
策

を
決
定
し
、
取
り
組
む
。
市
民

生
活
に
直
接
影
響
の
あ
る
施

策
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち

つ
つ
優
先
順
位
を
高
く
設
定

し
、
取
り
組
む
。
最
少
限
の
経

費
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
最
大
限
の
効
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
行
政
運
営
に
取
り
組
む
。

田
中
議
員
：
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
。

政
策
秘
書
課
長
：
「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
対
応
分
」
と
し
て
交

付
さ
れ
る
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
は
、
山
梨
県
の
生
活
困

窮
世
帯
緊
急
生
活
支
援
金
給

付
事
業
に
市
独
自
で
１
世
帯

１
万
５
千
円
を
上
乗
せ
し
支

給
す
る
事
業
、
ま
た
、
公
立
保

育
園
の
副
食
費
及
び
公
立
小

中
学
校
の
給
食
費
の
物
価
高

騰
対
応
分
と
し
て
活
用
す
る

予
定
で
あ
る
。
残
り
の
交
付

木
下
議
員
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
。

市
長
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
は
、
未
だ
油

断
は
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
必
要
な
感
染
対
策
の
一

つ
と
考
え
る
。
厚
生
労
働
省

で
は
、
重
症
化
予
防
を
目
的

に
４
回
目
の
接
種
を
決
定
し
、

本
市
に
お
い
て
も
準
備
を
進

め
、
来
月
７
月
よ
り
集
団
接

種
及
び
個
別
接
種
を
開
始
す

る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
現
在
、

医
師
の
診
断
に
よ
り
必
要
と

判
断
し
た
場
合
実
施
し
て
い

る
が
、
市
内
の
限
ら
れ
た
医

師
に
多
く
の
業
務
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
最
近
の
感
染
者
や
病
床

使
用
率
の
減
少
な
ど
の
状
況

か
ら
、
現
段
階
で
最
も
有
効

と
さ
れ
る
感
染
対
策
と
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
す
る
。

木
下
議
員
：
学
校
の
給
食
費

に
つ
い
て
。

教
育
総
務
課
長
：
給
食
費
は

小
中
学
校
の
保
護
者
に
ご
負

担
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
そ

の
内
訳
は
賄
い
材
料
費
分
で

あ
る
。
学
校
給
食
法
で
は
、
学

校
給
食
実
施
に
必
要
な
施
設

や
設
備
に
要
す
る
経
費
、
運

営
に
関
す
る
経
費
は
、
学
校

設
置
者
の
負
担
、
そ
れ
以
外

の
学
校
給
食
に
要
す
る
経
費

新型コロナウイルス感染症
対策について

ワクチン接種を推奨する

木下　友貴 議員

金
と
令
和
３
年
度
補
正
予
算

で
内
閣
府
に
お
い
て
本
省
繰

越
し
た
分
を
併
せ
て
、「
感
染

防
止
策
の
徹
底
に
向
け
た
対

応
」
や
「
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
方
々
の

事
業
や
生
活
・
暮
ら
し
の
支
援

に
向
け
た
対
応
」
な
ど
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
感
染
防
止
策

等
の
事
業
に
活
用
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

　
木
下
友
貴
　
議
員

田
中
　
輝
美 

議
員

市
政
運
営
へ
の
基
本
姿
勢
に

つ
い
て

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
行
政
運
営
に

取
り
組
み
た
い

は
、学
校
給
食
を
受
け
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
の
負
担
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
給
食
費
の
支

払
い
が
困
難
な
場
合
に
は
、
生

活
保
護
や
就
学
援
助
制
度
に

よ
り
費
用
の
援
助
を
行
っ
て

い
る
。
恒
久
的
な
軽
減
・
無

償
化
に
つ
い
て
は
、
現
段
階

に
お
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

【
関
連
質
問
】

　
名
執
義
髙
　
議
員



総
務
教
育
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

　

学
校
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

　

視
力
検
査
用
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン　

　

ス
ク
リ
ー
ナ
ー
導
入
に
つ
い
て

中
央
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
中
改
正
の
件

︿
総
　
務
　
課
﹀

問
：
会
計
年
度
任
用
職
員
の
産
前
・

産
後
の
日
数
は
、
ど
の
程
度
措
置

を
と
っ
て
い
る
か
。 

答
：
職
員
と
同
じ
で
、
産
前
・
産
後
、

６
週
・
８
週
で
と
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

︿
教
育
総
務
課
﹀

問
：
防
犯
カ
メ
ラ
整
備
事
業
で
、
各

校
へ
の
設
置
台
数
と
録
画
期
間
は
。

答
：
各
校
４
個
か
ら
５
個
設
置
す

る
。
録
画
期
間
は
１
週
間
程
度
で
、

何
も
な
け
れ
ば
上
書
き
さ
れ
る
。

問
：
防
犯
カ
メ
ラ
の
監
視
は
誰
が
す

る
の
か
。

答
：
教
職
員
室
に
モ
ニ
タ
ー
が
あ

り
、
監
視
が
で
き
る
。
ま
た
、
警
備

会
社
も
確
認
が
で
き
、
教
職
員
室
に

誰
も
い
な
い
場
合
、
ま
た
は
休
日
に

お
い
て
は
警
備
会
社
の
警
備
シ
ス
テ

ム
と
連
携
し
て
い
る
。
カ
メ
ラ
と
警

備
シ
ス
テ
ム
の
連
携
の
中
で
、
不
審

者
が
出
て
く
れ
ば
す
ぐ
に
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

︿
管
　
財
　
課
﹀

問
：
公
園
管
理
費
の
適
正
化
事
業

で
、
遊
具
を
撤
去
す
る
と
こ
ろ
も
た

く
さ
ん
あ
る
。
撤
去
後
の
増
設
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

答
：
全
て
の
遊
具
を
安
全
な
状
態
の

ま
ま
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に

困
難
。
積
極
的
に
遊
具
の
更
新
を
し

て
い
く
「
基
幹
公
園
」、
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
を
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
「
優

先
公
園
」、
破
損
等
で
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
遊
具
等
を
撤
去
す
る
「
適
正

化
公
園
」
の
３
つ
に
分
類
し
て
事
業

を
進
め
て
い
く
。

中
央
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
金
支
給

条
例
中
改
正
の
件

︿
子
育
て
支
援
課
﹀

問
：
助
成
対
象
が
18
歳
ま
で
拡
大
さ

れ
た
が
、
18
歳
ま
で
な
ら
だ
れ
で
も

い
い
の
か
。 

答
：
要
件
が
あ
り
、
出
生
の
日
か
ら

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
と
い
う
こ
と
で
、
保
護

者
に
監
護
さ
れ
る
者
と
な
る
。

問
：
入
院
や
通
院
に
関
係
な
く
、

食
事
等
含
め
て
全
部
支
給
と
い
う

こ
と
か
。 

答
：
入
院
も
食
事
も
含
め
て
支
給
と

な
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

︿
市
民
環
境
課
﹀

問
：
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
助
成
事

業
対
象
者
で
、
市
民
の
方
が
野
良
猫

を
捕
ま
え
て
、
不
妊
な
り
去
勢
手
術

を
し
た
場
合
、
誰
で
も
助
成
を
い
た

だ
け
る
の
か
。

答
：
市
民
の
方
で
あ
れ
ば
、
助
成
は

可
能
で
あ
る
。

︿
健
康
増
進
課
﹀

問
：
ス
ポ
�
ト
ビ
ジ
�
ン
ス
ク
リ
ー

ナ
ー
購
入
に
つ
い
て
、
３
歳
児
健
診

を
す
る
と
き
に
こ
の
機
械
を
使
っ
て

全
員
の
検
査
を
行
う
の
か
。

答
：
３
歳
児
健
診
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
子
ど
も
に
対
し
て
導
入
す
る
。

現
在
、
こ
の
機
械
を
市
内
の
眼
科

の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
借
用
し
て

い
る
が
、日
程
の
調
整
が
つ
か
ず
、

機
器
の
借
用
が
出
来
な
い
場
合

は
、
発
見
の
件
数
に
大
き
な
違

い
が
生
じ
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
１
号
︶

︿
保
　
険
　
課
﹀

問
：
人
間
ド
�
ク
の
補
助
金
は
、
75

歳
ま
で
と
い
う
こ
と
だ
が
、
対
象
者

を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
：
現
状
、
77
歳
と
80
歳
の
方
に
人

間
ド
�
ク
の
補
助
を
し
て
い
る
。
75

歳
を
過
ぎ
れ
ば
何
ら
か
の
形
で
医
者

に
か
か
っ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
判
断
か
ら
、
人
間

ド
�
ク
は
そ
れ
ほ
ど
必
要
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
、
他
課
と

協
議
し
、
検
討
し
た
い
。



産
業
土
木
常
任
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

︿
建
　
設
　
課
﹀

問
：
農
業
基
盤
整
備
の
補
助
事
業
で

大
鳥
居
地
区
の
農
地
を
整
備
す
る

が
、
地
権
者
は
何
人
で
、
工
期
は
。 

答
：
地
権
者
は
10
人
前
後
。
工
期
は

今
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、
来
年

度
貸
し
付
け
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

︿
都
市
計
画
課
﹀

問
：
総
合
防
災
公
園
整
備
事
業
に
お

い
て
、
環
状
道
路
下
の
拡
幅
は
、
ど

の
く
ら
い
の
幅
に
す
る
の
か
。ま
た
、

電
柱
は
何
本
移
設
す
る
の
か
。

答
：
環
状
道
路
部
分
の
交
差
部
の
工

事
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
に
公
園
の

東
側
道
路
の
拡
幅
工
事
を
行
っ
た
。

そ
れ
を
北
側
に
の
ぼ
り
、
環
状
道
路

に
出
る
部
分
が
絞
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
ま
ま
環
状
道
路
を
交
差
し
て
山
之

神
に
抜
け
る
ま
で
を
７
・
５
メ
ー
ト

ル
の
幅
員
で
県
の
道
路
施
工
承
認
を

取
り
な
が
ら
施
工
し
て
い
く
。
電
柱

移
設
に
関
し
て
は
、
１
本
を
移
設
す

る
予
定
。
な
お
、
移
転
補
償
費
に
は
、

電
線
地
中
化
の
工
事
費
も
含
ま
れ
る
。

上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

︵
第
１
号
︶

︿
水
　
道
　
課
﹀

問
：
リ
バ
ー
サ
イ
ド
地
区
の
配
水
場

の
基
本
計
画
は
老
朽
化
に
伴
う
耐
震

化
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
い
っ
た

動
力
源
で
、
防
災
強
化
す
る
の
か
。 

答
：
ハ
ザ
ー
ド
マ
�
プ
を
考
慮
し
な

が
ら
、
動
力
等
を
加
味
し
た
高
さ
に

置
き
、
洪
水
が
起
き
て
も
活
動
が
で

き
、
給
水
が
で
き
る
よ
う
基
本
設
計

で
ま
と
め
て
い
き
た
い
。
基
本
的
な

動
力
源
は
電
力
し
か
な
い
た
め
、
発

電
機
の
導
入
も
確
保
し
、
ま
た
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
検
討
し
な
が
ら
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
基
本
設
計
し
て
い
き
た
い
。

　

総
合
防
災
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会

　
第
15
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
特
別
委
員
会
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況
と
本

市
の
感
染
状
況
、
市
の
今
後
の
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
、
ま
た
、“

心”

あ
る
ま
ち
へ
！
活
性
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
結
果
報
告
に
つ
い
て
市
当
局
よ

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
、
３
回
目
接
種
や
５
歳
か
ら

11
歳
ま
で
の
子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
お
よ
び
４
回
目
接
種
に
向

け
た
市
の
体
制
等
。
本
市
の
感
染
状

況
に
つ
い
て
は
、
５
月
か
ら
６
月
の

市
内
の
感
染
状
況
と
学
校
や
保
育
園

で
の
感
染
状
況
等
。
今
後
の
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
は
、
県
の
協
力
要
請

に
基
づ
く
マ
ス
ク
着
用
や
施
設
の
利

用
制
限
に
関
す
る
市
で
の
対
応
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
今
後
の
活

用
の
方
向
性
等
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　 “

心”

あ
る
ま
ち
へ
！
活
性
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
第
２
弾
商

品
券
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
第

３
弾
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
事
業
の
決
済
額
・

還
元
額
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
深
刻
な
副
反
応
の
事
例
の
有
無

や
、
公
共
施
設
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

事
業
前
後
の
検
証
の
必
要
性
に
つ
い

て
な
ど
、
多
く
の
質
問
や
意
見
が
出

ま
し
た
。

　
今
後
も
感
染
状
況
等
を
注
視
し
な

が
ら
、
市
の
感
染
症
対
策
や
経
済
対

策
等
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
協
議

し
、
委
員
会
と
し
て
意
見
提
言
等
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

PayPay 事業についてはさらなる検証が必要



議会改革推進委員会

　議会改革推進委員会では、議会の責任や役割を果たすため、必要とする議会改革へ
の取組みを協議しています。
　今回は主に、これまでにも検討を行ってきた議員定数について協議し、活発な意見
交換を経て、議会改革推進委員会としての結論を出すに至りました。委員からは、時
代の流れに即して削減すべきとの意見もありましたが、議員が減ることにより、議会
と市民とのつながりが減り、関心がなくなることで議員のなり手が減ってしまうとい
う悪循環になるのでは等の削減に反対する意見が挙がり、議会改革推進委員会におい
ては「議員定数は削減せず、現行の18人のまま」という結論となり、議員協議会で諮る
こととなりました。
　その後、議員協議会において、議会改革推進委員会委員長より、これまでの経緯と
委員会で出た意見・結論について説明し、協議を行う中で、様々な意見がありましたが、
多数決により、現行の18人のまま、との結論に至りました。

表彰
　全国市議会議長会及び山梨県市議会議長会より表彰されました。

　各議員におかれましては、市政発展に尽くされ、その功績が認め

られたものです。

●全国市議会議長会表彰

　議員15年表彰 名執　義髙  議員
               伊藤　公夫  議員
　議員25年表彰 田中　一臣  議員

●山梨県市議会議長会表彰

　議員15年表彰 名執　義髙  議員
　  伊藤　公夫  議員
　議員22年表彰 田中　一臣  議員

議会だよりでは、皆さまから表紙の写真を
募集しています！
今年度のテーマは
「中央市のおすすめスポット」です。
奮ってご応募ください。

※詳細は

HP（https://www.city.chuo.yamanashi.jp/soshiki/gikai/gikai_info/4245.html）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をご覧ください。
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中央市への期待

　今後中部横断道の全面開通や、リニアの開通に
よって中央市も大きく変化していくと期待してい
ます。中央市もそんな状況にのり発展していって
ほしいのですが、開発が進むと自然の豊かさ等
は、取り戻すのは難しくなります。企業任せの誘
致ではなく、農業振興・商業・住宅地エリア等を
計画的に進め、自然も守りながら特長ある、豊か
な市になっていく事を望みます。市民の中にも野
菜を生産するだけでなく、企業とコラボして加工
品を作ったり、インスタやクラウドファンディン
グを活用して新しい農家の道を開拓した人、東花
輪第二自治会のように地区防災計画を作成し災害
時の電動トイレの設置に尽力した人等、頑張って
いる人にもスポットをあてて、中央市全体で共有
できる情報体制も必要と思います。
　今後の中央市の発展には市民の協力が不可欠で
あり、自らもできる事から協力していきたいと思
います。

西花輪第一

失ったものと得た幸福

　1980年に田富町へ転入して数年後、アイメッセ付
近の乗馬クラブに入部し、週末練習を約30年間楽し
んできました。2000年にはニュージーランド、クラ
イストチャーチ郊外の牧場に１週間の乗馬合宿をし
ました。大草原の丘陵を疾駆、少年の頃からの夢を
達成した瞬間でした。
　2010年に退職数年後、乗馬クラブの厩舎に架けた
梯子と共に転落して入院、数か月のリハビリがあ
り、その影響で片方の聴力を失いました。今は齢を
重ね怪我のリスクがある趣味は止めて、中央市弓道
部に入部しました。満開の桜と鶯、蝉時雨、紅葉吹
雪と季節の移ろいの風情がある道場で弓を引く時、
「此処が最高」と実感します。先輩の熱心なご指導
の下、真摯に練習に励み、2018年には県体育祭り市
の部で団体優勝に貢献できました。
　多くの弓友に恵まれ、私にとって最適なスポーツ
に出会えて、今は充実したシニアライフを過ごせて
幸福と思っています。

　長引くコロナ禍での経済活動の停滞はあらゆるもの
づくりにブレーキをかけ、そこにロシアのウクライナ軍
事侵攻により、生産量が世界的に多い小麦、トウモロコシ
の穀物、天然ガスや石油など、食品や工業製品の原材料生
産、流通に支障を生じ、世界的に物価高となっています。
　６月定例会は、コロナ対策として、国・県の経済対策と
合わせ生活困窮世帯緊急生活支援金給付事業に市で上
乗せ。子ども医療費18歳まで無料化。学校、保育園給食材
料費高騰分を市負担とするなど、他国で起きた影響を少
しでも軽減する施策が顕著に現れた議会でした。
　遠い国で生じたコロナ、軍事侵攻は一般市民にとって

は、ある意味では災害とも言えます。世界の中の日本です
が、今後は身近な範囲で様々な課題を解決できる、より自
立と持続可能な地域形成の必要性も考えていきたいと
思います。
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小池　章治
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中央市への期待

薬袋　　正
中沢　美恵
山本　六男　  木下　友貴
田中　輝美　  小池　満男
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